
「新型コロナウイルス感染拡大防⽌のための東京大学の活動制限指針」に応じた総合図書館ロードマップ (2020年6月1日版）

※各段階でのサービスの設定は暫定的なもので、変更される場合があります。詳細はその都度総合図書館WEBサイトのお知らせをご参照ください。

総合
大学方針によ

る時期の想定

オンラインサー

ビス

開館／閉館 施設の利用制限 国立国会図書館デジタル化資

料送信サービスの利用

図書館資料の利用

0 通常 新しい日常 実施 通常開館 通常運用 通常運用 通常運用

0.5

一部制限 【最速】レベ

ル1の2週間後

実施 通常開館 ・ライブラリープラザの一部

利用制限

・学外者の入館及び施設見学

の制限

通常運用 通常運用（学外者に一部制限あり）

1

制限-小 【最速】2週

間後(6月15日

頃)

実施 開館（夜間・土

日祝日開館休

⽌）

・ライブラリープラザ閉室

・書庫入庫禁⽌

・閲覧席の利用禁⽌

・ECCS端末の利用禁⽌

・学外者の入館及び施設見学

の休⽌

事前予約により実施 ・利用者自ら書架の資料を取り出して手

続きを行うことで貸出を実施

・書庫資料は全て職員が出納

・来館できない本学在籍者に対して郵送

貸出を実施

2

制限-中 6月1日 実施 原則休館 休⽌ 休⽌ ・本学に在籍する学生・教職員に対して

郵送による貸出・複写提供サービスを実

施（送料無償）

・教員及び学位論文（卒業論文、修士論

文、博士論文）執筆目的の学生に対し、

郵送できない書庫本を対象とした予約貸

出サービスを実施（但し学部生は、入構

について事前に指導教員の許可を得るこ

とが必要）

3

制限-大 実施 完全休館 休⽌ 休⽌ ・学位論文（卒業論文、修士論文、博士

論文）執筆目的の学生に対して郵送によ

る貸出・複写提供サービスを実施（送料

無償）

4

活動の停

⽌

実施 完全休館 休⽌ 休⽌ 休⽌


